
「法定サービス等」と「市の事業」で分冊

にしていたものを１冊に統合します。

統合に際して、目次を追加しています。

現計画22頁の評価方法を引用したものです。

資料３－１

静岡市障がい者共生のまちづくり計画（令和６～12年度）の評価様式について



成果目標毎に評価理由や期間中の取組を記

載する欄を設けます。

（前計画では複数の成果目標に対する評価

を記載する部分もありました）

また、成果目標内の各目標値に対して個別

の評価を記載する欄も設けます。

現計画23頁の表に近い形に様式全体を変更

しています。



差分評価を行う指標については、基準値

（計画策定時点直近の実績）の記載をして

います。

原則、令和12年度までの目標値としている

ことから、計画期間中の実績すべてを記載

するのではなく、前年度実績のみを記載す

る形を考えています。

成果目標の評価様式に近い形とし、また、

現計画26頁の表に近い形の様式としていま

す。



計画本書と併せて確認ができるよう、計画

内での掲載頁を記載します。

統合に際して、前計画の市の事業の様式に

近い形へ全体的に変更しています。

前計画の評価様式に記載していた「事業概

要」や「計画記載内容」は、印刷枚数削減

等のため、評価様式には掲載しないことと

します。

前計画評価様式における【現状の分析】に相

当する内容を記載する欄です。

定量的な指標（直接比較）又は定性的な指

標のいずれに該当するのか記載する欄です。

前計画評価様式における【課題】に相当する

内容を記載する欄です。



７か年分の目標・実績を列記する必要はな

いと考え、評価対象とする年度の目標・実

績及び直近の実績、計画終期における目標

のみを掲載することを考えています。

前計画の市の事業の評価様式の内容を概ね

踏襲しています。

前計画の評価様式に記載していた「事業

費」や「計画掲載内容」は、項目を削除し

ています。

計画本書と併せて確認ができるよう、計画

内での掲載頁を記載します。

７か年分の評価を列記する必要はないと考

え、直近３か年の評価のみを掲載すること

を考えています。


